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論

螢

サ

ン
Y
ζ

ン
涯

の
耽
會
攻
遺
哲
畢
及
び
連
帯
懸
想
三

)

第

+
六
巻

へ第
四
號

瞬

一
.じ

⊥
ハ
二
四

サ
ン
、
シ
モ
ン
派

の
計
　會
改
造
哲
學
及
び
連
帯
思
想

(二

米

田

庄

太
.
郎

三

『
サ

ン
、

シ
モ
ン
説
解

読
」
の
根
本
思
想

本
書
は
書

し
て
バ
ザ

ー
み

手
に
な
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
併
し
其
の
内
容
は
彼
が
ア
ソ
ノ
ア
ン
多

を
始

め
、
共

の
他

の
首

領
等

ご
共

に
考
究

し
た
も

の
を
述

べ
た

の
で
、
當
聴

の
サ

ソ
、

シ
モ
ン
涙
金
磯

の
主
要

思
想

を

獲
表

せ

る
も

の
ε
認

め
ら

れ
お

の
で
あ

る
。

以
下
其

の
根
本

思
想
を
簡
輩

に
説
述

す
る
こ

ご

＼
す

る
。

今
厭
洲

の
諸
国
民

は
混

甜
を
極

め
た

る
歌
態

に
陥

b
、
吾
人

の
塒
代

は
實

に
不
幸
な
、
悲
惨

な
時
代

で
め

る
。

而

し
て
今

日
世

に
存

す

る
何

れ

の
宗
敏
も
何

れ
の
哲

學

も
、
五
口
人
を
救

ふ
力

を
有

し
厭

い
。
然
ら

ば
人

類
肚
會
は

今

日
見

る
が
如

き
状
態

に
、

永
久
に
洗

落
す

べ
.き
必

然
的

な
運

命
を
有

す

る
か
。
決

し
て
そ
う

で
な

い
。
人
類

に

は

よ
り
高
等

な
、
よ
り
神
聖
な

一
の
濫

倫
或

は
使
命

が
あ

る
。
而

し
て
之
を
實

現
せ
ん

ε
す

る
力

は
、

之
を
表
現

す

る
其

の
注

則
を
奥

に
確
信

す

る
心

か
ら
、
自

か
ら

甦
出
す

る
の
で
あ

る
が
、
其

の
法
則
は
實

U
サ
ソ
、

シ

モ
ン

に
よ
り
て
獲

見

さ
れ
た

の
で
あ

る
。
然

ら
ば
其

の
法

則
ε
は
如

何

な
る
も

の
で
あ

る
か
。
来

れ
は
輩
純

で

あ
る
が

し
か
も
総

て
を
支

配
す

る
も

の
弔
し
て
、
簡

明
に
説

述
す

れ
ば
左

の
如

き
も

の
で
あ

る
。

.



鍵

穿

か
ら
窪

茎

の
箇

壁

奪

町島

臥

ぎ

£

る
慮

匹
窪

箕

の
生
理
的
翫

た

る

一
の
法
則

に
從

ふ
て
生

長

し
た
。
而

し
て
其

の
法
則

ご
は
即

ち

一
の
進

歩
的
稜
蓬

の
法
則

〔訂
三

山
、月玉

詠
く
阻
o
℃
突
目
⑦三

唱
o

αq
話
。。切回Q

で
あ

る
。

併

し
人
類

が

か

、
る
法

則
に
支

配

さ
れ

る
も
の
な
ら

ば
、
如

何
に
し

て
今

日
見

る
が
如

き
、
混

働
、
矛
盾

の
欺

態
が
生
じ
た

か
。

之
を
理

解
す

る
爲

め
に
は

、
吾

人

は
更

に
深

く
考
究

せ
ね
ば
な
ら

灘
。

夫

れ
各
個

人
の
行
動
、
作
業

ε
同
じ
く
、
世
界

生
活

の
各
形
成

の
根
砥

に
存

す

る
二

つ
の
力

が
あ
る
。
夫

れ
は

個
性

の
力

ε
統

　
の
力

ご
で
め

る
。

而
し

て
個
性

の
力
、
或

は
原
理

は
利
己
主

義

・し
し
て
獲
動

し

,

一
切

の
衝
突

,、孝
盾

を
生
す

る
。

若
し
之

れ
に
勤
抗
す

る
他

の
力
、
他

の
原
理

が
存

し
な

い
な
ら
ば

、
世

界
其

の
物

は

一
の
矛
盾

に
し
て
、
之

を
造

れ

る
紳

は
背

理
、
無
意
味

で
あ

る

で
あ
ら
う
。
併

し
個
性

の
原

理
に
謝
抗

す

る
、
叉
夫

れ
よ
レ

リ

ユ
コ
テ

ア
ツ
ソ
シ
ヤ
シ

コ
ン

も
有
力
な
る
此
の

　
原
理
は
、
現
實
に
存
在
す

る
。
夫
れ
は
統

一
の
原
理
、
共
同
固
結
の
原
理
で
あ
る
。
是
れ
個

ロ

人

に
於

て
も
、
団
員

に
於

て
も
反
封
を
征

服

し
、
総

て
の
も

の

、
同

胞
化

を
導

か
ん
ご
努
力
す

る
力

で

あ
る
。
今

右

の
二

つ
の
力
、
二

つ
の
原
理

が
世

界
を
形
成
す

る
の

で
、
吾

人
は
世
界

の
何

れ
の
方
面

に
於

て
も
↓
此
等

の
二

原
理

、
二
力

が
彼

等

に
特
有

な
る
現

象
に
於

て
獲
動
ず

る
を
見

る
の
で
あ
る
。

統

　
の
原
理

の
作
用

ε
し
て
、
耽

會
の
形
成

さ
れ
る
有
機
的
詩
形

號
を
考
察
す

る
に
、
此
庭

に
統

一
の
最

初

の

形
態

は
家
族

で
あ

る
。

家
族
は
粗
野

な
る
自

然
状

態

に
於
け

る
唯

一
の
團
結

で
あ

る
。

而
し
て
夫
れ

よ
り
團
結

は

.

論

裳

サ
ン
ー
シ
モ
シ
涯
の
祉
曾
改
造
哲
畢
及
び
連
帯
思
想
(二
)

第
十
六
巻

(第
四
醜

四
三
)

六
二
五



論

叢

サ
ン
ジ

モ
ン
派
の
耽
會
改
造
哲
撃
及
び
連
帯
思
想
三
)

第
+
六
巻

(第
四
號

四
四
)

六
二
六

地
方
團
膿
に
進
み
、
其
の
中
に
は
多
数
の
家
族
が
相
結
合
し
て

一
合
膿
を
な
す
。
更

に
幾
多
の
地
方
團
膿
が
漸
次

に
結
合
し
て

一.
の
国
家
を
な
す
。
而
し
て
最
後
に
人
類
の
最
高
の
統

一
π
る
国
家
聯
合
が
現
は
れ
、
夫
を
以

て
團

結

ぽ
完
成
し
.
今
や

一
の
普
遍
的
或
は
世
界
的
固
結
(∈
拓

p鴇
。
号
虹
o
旨
=
三
く9
・。亀
。
)
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
併

し
此
の
團
結
の
獲
達
ご
相
律
な
ふ
て
反
甥
、
衝
突
も
亦
讃
蓬
す

る
。
吾
人
は
何
れ
の
方
面
に
於
て
も
、
團
結

の
中

に
叉
團
結
の
間
に
反
勤
、
衝
突
が
烈
し
く
行
は
れ
て
居
る
こ
ε
を
見

る
の
で
、
国
詰
は
唯
見
掛
上
の
現
象

に
過
ぎ

ざ
る
も
の

、
如
く
に
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
今
反
鍬
及
び
團
結
の
本
來
の
意
義

ε
共

に
、
両̀
者
の
不

一
致

を
除
去
す
る
手
段
を
硯
被
し
得
る
矯
め
に
は
、
吾
人
は
世
界
史
を
其
の
冷
禮

に
於
て
考
察
せ
ね
ば
な
ら
漁
。

夫
れ
爵
國
民
の
歴
史
は
、
二

つ
の
時
代
の
絶

へ
ざ
る
交
代
を
漱
ゆ
。
其
の

】
は
有
機
的
(組
織
的
)時
代
に
し
て

共
の
二
は
挽
割
的

(破
壊
的
)
時
代
で
あ
る
。
而

し
て
有
機
的
時
代

に
於
て
は
構
成
的
要
素
は
、
破
壊
的
要
素
を

征
服
し
、
人
類
は
大

筋
自
身
に
於
て

一
の
本
分
或
は
使
命

の
意
識
を
有
し
、
総

て
の
人
々
の
耽
會
的
行
動
は
無
意

識
的
に
有
磯
的
形
成
の
色
合
を
呈
し
て
居
る
。
漱
育
及
び
立
法
は

一
の
共
同
的
目
的
に
射
し
て
行
な
は
れ
、
同

一

の
思
想
が
総
て
の
人

々
の

16
を
支
阻
し
、
利
己
心

の
衝
突
は
清
失
し
て
.
総

て
が

↓
全
禮
に
於
て
有
機
的
に
結
合

す

る
。
而
し
て
人
類
統

↓
の
此
の
讃
現
は
國
家
で
あ
る
。
国
家
に
於
て
ぽ
憲
法
は
形
式
に
し
て
昂
施
政
ε
服
従
は

其
の
條
件
で
あ
る
。
「
併
し
人
間

の
意
識
は
間
も
な
く
、
肚
禽
の
此

の
形
態

に
封
ず
る
{口同
等
な
乃
基
礎
を
求

め
る
。
夫

わ
は
軍
鵡
人
間
的
な
る
も
の
湯
上

に
止
る
。
是

れ
砒
膚
の
右

の
形
態
は
、
入
間

薫
よ
而
て
生
起
せ
る
毛
の
で
潅
,謡
、

■



只
人
闘

を
通

じ

て
生
起

せ

る
も

の
で
み

る
か
⑥

で
あ

る
。

而

し
て

其

の

高
等

な

る

基
礎

`
云

ふ
は
神

の
意

識
、

即

ち
此

の
国
家
、
此
.の
趾
禽

は
紳
自
身

に
よ
り

て
建

設

さ
れ
、
夫

れ
故

に
不
可
侵
的

で
あ
ら

ね
ば
な
ら

戯
ε
云

ふ

信

仰
で
あ
る
。

さ
れ
ば
宗
融
附則
で
あ
る

巴
云

ふ
こ
ε
は
、

有
機

的
時
代

の
本
質
的
特
〃性
で
あ
る
。

是
れ
㌦宗
鍛

は
緬
…

て
の
も

の
に
劉
す

る
、
基
礎
及

び
出
按

黙
で
あ

る
か
ら

で
あ
る
。
而
し

て
宗
激
的
信

仰
に
よ
り

て
、
肚

會
的
総
合

二
階
・。着

二
・評
o
・。o
ユ
巴
巴

が
實
現

さ
れ
る

の
で
あ

る
。

.

批

評
的
時

代
ぼ
夫

れ

ご

正
反
封

な
特
性
を
表

は
す

Φ

有
磯

的
時

代
の
基

礎
た

る

紳

の
意
識

の

表

現
は

ド
グ

マ

〔教
義

)
で
あ

る
が

、
個
人
意
識

が
其

の
時
代

の
激
義

を
疑

ひ
始

め
る
こ
巴
に
よ
り
て
、
総

て
を
結
合
す

る
紐

帯
を

緩

め
、

個
人

の
生
活

か
ら

も
、
亦

全
艦

の
生
活

か
ら
も
、
統

一
ε
幸
繭

ξ
を
可
能
な
ら

し

め
左
唯

一
の
力

た

る
其

の
最
高

な
、
量
的

都
的
な
信

仰
牲

を
取

り
去

る
。
而

し
て
去

れ
よ
り
し

て
個
人
主

義

は
あ
ら

ゆ
る
方

面

に
於

て
騒

厘
す

る
。

さ
れ
ば
批
詩
的
時
代

は
本

来
反
宗
漱
的

で
あ
る

の
で
め

る
。

愛

ご
服
従

は
國
家
よ
b
消
滅

し
、
其

等

の

も

の
に
基

い
て
建
設

さ
れ

た
る
眞

の
棘

的
な
国
家
組
織

、仰

ち
集

貨
な

る
肚

會
的

位
階

制

(す

嵐
巽
聖
。岳
Φ
し。
o
o芭
。

「バ
昏

)
は
崩
壊

し
、
私
利
、心
、
利

己
主
義

は
至

る
威

に
駈
遍

し
、
罠
解

、
混

齪
が

一
般

に
現
は
れ

て
く

る
。
併

し

此

の
時
代

の
特
性

が
極
端

に
獲

揮

さ
れ

る
に
至
る
ε
、
此
威

に
強
大
な

る
反
動

が
起

り
て
、
有
機
的
生

活
及

び
構

成
的
宗
激
が
再

び
現

は
れ

て
く

る

の
で
あ
る
。

.

右

の
有
機
的
時
代

ざ
批

評
.的

時

代

ε
の
連
緬
的
交
代
は

、
蕾

に
個

々
の
国
民

の
歴
史

に
於

て
の
み
な
ら
す

、
叉

論

叢

サ
ン
、
γ
モ
ン
涯
の
批
會
改
造
哲
學
及
び
連
帯
思
想
(二
〕

第
十
六
巻

(第
四
號

四
五
)

六
二
七

、



「

調

鍍

サ
ン
、
ζ

ン
灘
の
耽
會
改
造
哲
學
及
び
連
帯
思
想
三
)

錦
+
六
巻

(第
四
號

四
六
)

六
二
八

世
界
史

企
贈
…に
於

て
も
行

な
は

れ
る
。
希
臘

に
於

て
、

ソ

ク
ラ
プ

ス
前

に

一
の
有
機
的
時
代
が

め

っ
だ
。
其

の
時

代

じ
は
糖

て

の
人

々
ば
多
神
教

を
信

じ

て
居

た
。
併

し

ソ
ク
ラ
グ

ス
の
聴

か
ら
、
北
螢

の
侵
入

に
至

る
ま
で
、
永

い
批
評
的
時

代
が
緩

き
、
∵
其
の
問

に
古
代
宗
獣
は
段

々
に
破

壊

さ
れ
、
夫

れ
よ
り
又

一
の
新
し

き
有
機
的
時
代

が

現

れ
た
。
夫

れ
ば
中

世
紀

で
あ

る
。
此

の
時
代

に

シ
ヤ
ル
.マ
ニ
ユ
ご
グ

レ
ゴ
ア

ル
第
七
世

蓬
に
よ
り
て
建

設

さ
れ

た
厭
洲
肚
會

は
、
同
質
的
な

一
坐
禮
を

形
成

し
た
。

併

し

ル
L

7
川
に
よ
り
て
開

始

さ
れ

た
近
世
批
評
的
時

代
は

ガ

リ

レ
ー
、

ぺ
ー

コ
ソ
、
デ

カ
ー

ル
ト
等
に

よ
り

て
織
綾

さ
れ
、
而
し

て
千
七

百
八
十

九
年

の
大
乾
分

に
於

て
、

大

に
其

の
特

性
を
獲

撮
し
た
。

そ
こ
で
今

や
新

し
き
有

磯
的
時
代
を
切

竪
す

る
徴
候

は
、

明
ら

か
に
現

は
れ

て
居
、

る
。

而
し

て
此

の
新

し
き
有
機
的
時

代
の
幅

音
セ
説

"
た

の
は

、
實

に

サ

ン
、

シ

モ
ン
で
あ

る
の
で
あ

る
。

厭
温
良
上

宗
敏
生
活

の
方
面

篤
於

け

る
、
有
機
的

時

代

ビ
批

評
的
時
代

ど
の
連
頼
的

交
代

の
大
勢
は
、

右

に
述

べ
し
が
如

く

で
あ

る
が
、
更

に
夫

れ
ε
同
様

に
重
要

な

る
物
質

的
生
活

に
於

て
も
、
弼
時

代

の
交
代
が
行

な
は
れ

る
。

但
し
物

質
的
生
活

に
於
て
は
、
是

れ
ま

で
は
主

ご
し
て
反

射
が
支

配

し
で
居

紀
の
で

あ
る
が
、
今
や
共

同
悔

結
或

は
耐
會

的
総
合

が
、
執
…誠

に
求

め
ら

れ
て
來
だ
め

で
あ
る
。

、
併
し

反
判
は
軍

に
國
家

、
国
民
、
及

び
宗
激
等

の
間

に
行

な
は
れ

る
の
み
な
ら
す

、
叉
個
人

の
間

に
も
行

な
は

れ

る
。

而
し

て
個
人

の
闇

の
反
射
は

、
其

の
最

ε
も
粗

野
な
形
態

に
於

て
、
歴
史

の
始
ま

る
ε
同
特

に
現

は
れ
た
。
.

併

し
夫
れ
は
敵

の
生
命

だ
宍

に
終

る
軍

な

る
欄
孚

で

あ

っ
た
。
然

る
に
勝
者

は
内
敗
者

を
殺
す

こ
ε
鳳
彼

を
勝
煮



ε
な
ら

し
め

る
が
、
併

し
支
配
者

ビ
な
ら

し

め
な

い

こ
ε
を

、
間
も

な
く
畳

っ
て
來

た
。

そ
こ
で
敗
者

を
殺

さ
す

し
て
、
其

の
自
由
を
奪

ふ

こ
ε

、
し
た
。
夫

よ
り
し

て
吾
人

の
現
代

の
特
性

π
る
、
人
間

に
よ
b

て
人
間
を

使
役

(絞

取
)
す

る
ご
云

ふ

こ
ご

(『
×
℃
巨
輩
戯
o
弓
浄

一・げ
o
日
日
o
℃
四=

忌
oヨ
巳
ε

が
起

つ
た
の
で
あ

る
。

(但

し
今
日

肚
曾
主
義

思
想
や
勢
働
運
動

に
於

て
、
汎

く

]
般

に
使
用

さ
れ
る
、
此

の

「
人
間

に
よ
り

て
人
聞

の
使
役
或

は
絞

、
取
」

ご
云

ふ
語
は
、

サ

ソ
、

シ
モ
ン
振

の
新
造
語

で

あ
る
の
で
あ
る
コ

)
而

し
て
此

の

「
人
間

に
よ

り
て
人
間

の

使
役
或

は
絞

取
」

の
ε
れ

る
最

初

の
形
膿

は
、
奴
隷

制

度

で
あ

る
。
奴

隷
制

度
は
基

督
教

に
よ
り

て
塵
止

さ
れ
花

が
、
善

し
基
督
激

は
之
れ

に
替

へ
て
、
隷
民
制

度
を
獲

達

さ
せ
た

。
而
し

て
此

の
隷
民
制

度
を
全
塵

し
た
の
は
佛

國

の
大
、革
命

で
あ

る
。

佛
國

大
革
命

に
よ
り

て
隷
民

制
度
は
.廃
止

さ
れ

、
此
庭

に
近

世

の
労
働
者

は
生
れ

た
が
、
併

し

「
人
間

に
よ
り

て
人
間

の
使

役
、
絞

取
」

は
、
太

れ
に
よ
り

て
全
廃

さ
れ
、
人
間

の
孕
等

が
眞
實

に
確
立

さ
れ
陀

ざ
云

ふ
に

、
決

し

て
そ
う
で
な

い
。

な

る
ほ
こ

法
律
は
勢
働
者

に
自

由

を
與

へ
た
。
併

し
鱒

働
者

は
荷

ほ

「
彼

の
貧
乏

、
彼

の
困

"
窮

の
奴
隷
」

で
あ

る
。
而

し
て
此

の
結

果
を
導

き
π

る
は
産

業

に
於
け

る
反
劃
衝
突

で
あ

る
。
今
や
産
業

に
於

て

も
、
宗
激
に
於

け
る
如

く
、
総

て
に
途

ε
目
標

ε
を

示
す
威

の
統

一
、
共

同
的
思

想
及
び
計
謁
は
鉄

け
て
居

る
。

之
れ
に
反
し

て
競
争

に
於

て
最

ご
も
完

全
な

る
茶

齪

、
貧

富
の
圖
孚

、
強
弱

の
闘
争

が
行

な
は
れ
、

「
人
間

に
よ

り
て
人
勝

の
使
役
、
絞

取
」

は
、
此
窟

に
其

の
全
膿

に
於

て
實

現

さ
れ

て
居

る
。
併

し
近
世
産
業

界

に
於
け

る
、

論

叢

サ
ソ
、
シ
モ
ン
涯
の
肚
會
改
造
哲
學
及
び
連
帯
思
想
(二
)

第
十
六
巻

(第
四
號

四
七
)

六
二
九



論

叢

サ
ン
、
シ
毛
シ
派
の
澁
會
改
造
哲
畢
及
び
連
帯
思
想
〔二
)
.

第
十
六
巻

(第
四
號

四
八
)

六
三
〇

此
の
「
人
間

に
よ
り
て
人
間

の
使
役
、
絞
取
」
は
、
以
前
の
時
代
に
於
け
る
ご
は
、
目
的
を
異
に
し
て
居

る
。
夫
れ

は
個
人
が
自
由
に
庭
分
す

る
絶
対
的
椹
利
を
賦
與

さ
れ
だ
る
私
有
財
産
を
、
獲
得
し
集
積
す
る
爲
め
に
行
な
は
れ

て
居

る
の
で
あ
る
。
而
し
て
夫
れ
が
實
に
現
代
の
衝
突

"
紊
乱
の
根
本
原
因
で
あ
る
の
で
.
現
代

の
財
産
制
度
が

.

改
造
さ
れ
な

い
以
上
は
、
其

の
棄
翫
は
決
し
て
除
去

さ
れ
得
な
い
の
で
あ
る
。
叉
現
代
の
衝
突
に
よ
り
て
、
最
ざ

も
多
く
苦

め
ら
れ
て
居
る
も
の
は
、
勢
働
者
階
級
で
あ
る
が
、
然

る
に
労
働
者
階
級
は
國
民
の
大
部
分
を
占
む

る

も
の
で
め
る
か
ら
、
此
庭

に
肚
會
改
造
の
事
業
は
先

づ

「
最
多
敷
な
、
叉
最
貧
な
階
級
の
道
徳
的
、
智
力
的
及
び

物
質
的
存
立
の
絶

へ
ざ
る
政
善
」
を
圖
る
こ
ざ
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
澱
。
而
七
て
夫
れ
は
、
根
本
的

に
は
財
産
制
度

の
改
造

に
よ
り
て
可
能
ざ
な
る
の
で
あ
る
。
要
す

る
に
現
代
財
産
制
度
の
改
造
は
、
新
し
き
有
機
的
時
代
の
物
質

・

的
生
活
を
確
立
す
る
根
本
問
題
で
あ
る
。

亡

夫

れ
財
産
に
關
す

る
今
日
の
根
本
約
謬
見
は
、
現
代
の
財
産
権
を
絶
対
的
な
、
全
く
必
然
的
な
、
不
可
攣
な

}

椹
利
・し
見

る
こ
ざ
で
あ
る
。
然
る
に
か
、
る
見
解
の
謬
妄
で
あ
る
こ
ε
は
、
雁
皮
に

一
瞥
を
投
ず

れ
ば
直
ち
に
理

解

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
歴
史
は
如
何
に
各
肚
曾
酌
人
改
革
は
同
時
に
財
産
制
度
の

一
改
革
で
め
る
か
、
叉
如
何
に
財

産
権
が
其

の
圭
艦

か
ら
漸
次
に
離
れ
て
行
く
か
を
示
し
て
居
る
。
曹
に
財
産
権

の
主
艦
が
、
常

に
益

々
挾
小
す

る

肚
會
圏

に
、
漸
次
に
縮
小
す

る
の
み
な
ら
す
、
天
真

の
轄
移
の
仕
方
が
輩
純
化
さ
れ
て
居

る
。
し
か
も
今
荷
ほ

一

の
重
大
な
る
進
歩
は
㌃
成
就

さ
れ
す
に
居
る
。
纏
て
の
財
産
は
今
尚
ほ
常
に
家
族

の
財
産

に
し
て
、
家
族
の
成
員

`



ダ

が
死
す

る
も
、
荷
ほ
家
族

か
ら
離
す
可
か
ら
ざ
る
も
の
ε
し
て
考

へ
ら
れ
て
居

る
。
さ
れ
ご
時
代
の
進
歩
は
官
職

の
世
襲
を
廠
せ
る
こ
ε
に
よ
り
て
、
財
産

の
家
族
的
世
襲
の
艇
止
ご
云
ふ
、
此

の
最
大
肚
會
問
題
の
解
決

に
封
ず

を
奨
の
方
法
を
指
示
し
て
居

る
。
去
れ
は

っ
ま
り
血
族
の
相
続
椹

の
代
り
に
功
勢
威
は
才
能
の
相
続
権
を
制
定
す

る
こ
ご
で
め
る
。
而
し
て
両
者
の
媒
介
ε
な
る
は
、
個
人
の
死
に
際
し
て
彼
の
家
族
で
は
な
く
、
国
家
が
彼
の
遺

産

の
相
続
者

ε
な
る
ε
云
ふ
原
則
で
め
る
。
.

.

吾
人
が
国
家
生
活
の
方
面

に
於
け
る
出
生
の
特
椹
を
廃
止

し
、
各
人
を
し
て
只
彼
自
身

の
重
要
、
彼
れ
自
身
の

勢
力
及
び
才
能

に
よ
b
て
の
み
、
公
的
生
活
に
於
け
る
地
位
に
就
か
し
め
る
以
上
、
財
産
の
相
続

に
よ
り
て
生
す

る
出
生
の
特
椹

が
、
枇
會
の
方
面
に
於
て
存
立
せ
ね
ば
な
ら
諏
ε
論
ず

る
理
由
は
存
在
し
な
い
。
財
産
の
世
襲
は

官
職

の
世
襲
ほ
こ
特
権
で
は
な
い
ε
論
ず
る
人
は
あ
る
ま

い
。
官
職

の
世
襲
が
屡
止
さ
れ
た
ε
、
ま
さ
し
く
同

}

の
理
由

に
よ
り
て
、
財
産

の
世
襲
は
當
総
廠
止

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
併
し
夫
れ
は
財
産
制
度
を
全
種

す
る
蓬
云
ふ
意
味
で
は
な
い
。
財
産
権
其
物
は
保
持
さ
れ
べ
き
で
あ
る
。
只
財
産
に
封
ず

る
出
産
権

の
み
が
、
屡

止

さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
の
で
め
る
。
財
産
を
獲
得
す
る
可
能
性
は
、
人
間

か
ら
奪
は
れ
て
は
な
ら

戯
、
否
な
射
限

さ
れ
て
も
な
ら
鳳
。
只
財
産

に
關
す

る
権
利
の
み
が
改
造
さ
る
可
き
で
あ
る
。
屡
止

さ
る
可
き
は
能
力

の
権
利
に

基
く
財
産
で
は
な
く
、
出
生

の
権
利
に
基
く
財
産
で
あ
る
。
相
続
財
産
は
反
就
會
的
で
あ
る
。
暴
れ
か
、
る
財
産

は
企
業
の
所
有
者
ε
勢
働
者

ご
の
間

の
紐
帯
を
作
ら
な

い
か
ぢ
で
あ
る
。
只
獲
得
さ
れ
た
る
、
或
臓
勤
勉
努
力
に
.

論

叢

サ
y
、
シ
照
ン
派
の
肚
曾
改
造
哲
學
及
び
連
帯
思
想
(二
)

第
十
六
巻

(第
四
號

四
九
)

六
三
】



論

叢

サ
ン
、
シ
モ
ン
涯
の
肚
會
改
造
哲
學
及
び
連
帯
思
想
三

)

琵

+
六
巻

(第
四
號

五
9

六
三
二

よ
b

て
得
ら

れ
π

る
財

産

の
み

が
眞

の
財
産

で
あ

る
。

能
力
或

は
才
能

は
強
者

の
権

利
及

び
出
生

の
特
灌

に
代
は

る
新

し

き
権
利

で
あ
乃
。
財
産

相
続

灌
を

有
す

る
も

の

は
、
只
國

家
だ
け

で
あ

る
。
而

し
て
國
家
は
此

の
権

利
に

ア
ヅ

ソ
シ
ヤ
シ
コ
ン

よ
り
て
、
勢
働
者

の
共

同

固
結
を
作
る
爲
め
に
、

}
切
の
手
段
の
所
有
者
ε
な
る
の
で
あ
る
.

併
し
右
に
述

べ
し
が
如
く
に
し
て
、
相
続
財
産
が
磨
止
さ
れ
、
純
個
人
的
財
産

が
設
定

さ
れ
る
ε
す
る
ε
、
富

の
新
分
配
は
如
何
に
し
て
行
は
る
可
き
か
、
其
の
原
理
は
何
で
あ
る
か
。
夫
れ
は
即
ち

「
各
人
に
劃
し
て
は
其

の

能
力
に
慮
じ
、
叉
各
能
力
に
射
し
て
は
其

の
作
業

に
慮
じ
て
」
ε
云
ふ
こ
ご
で
あ
る
。
此
慮

に
新
し
き
砒
曾
駒
組

合
の
有
機
的
原
理
が
見
出

ぎ
れ
、
現
代
の
謎
が
解

か
れ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
今
其
筈

の
原
理
が
、
依
て
以
て
實

際
的
生
活
に
於
て
貴
現

さ
れ
る
外
部
的
制
度
は
、
至
國

に
行
き
亘
る

一
の
銀
行
系
統
で
あ
る
。
財
産
所
有
者
が
死

亡
す
る
時
は
、
其
の
財
産
は
総
て
銀
行
に
移
さ
れ

る
。
而
し
て
銀
行
は
人
々
の
財
産
状
態
を
能
く
調
査
す
る
の
み

な
ら
す
、
更

に
財
産
を
最
ε
も
よ
く
利
用
す

る
に
、
最

ε
も
適
當
な

る
人

力
を
見
出
さ
ね
ば
な
ら

漁
。
是
れ
は
甚

だ
困
難
で
め
る
。
し
か
も
之
を
な
す
の
が
即
ち
銀
行
の
任
務
で
あ
る
。
か
く
て
銀
行
は
肚
會
の
各
個
人
の
有
す
る

儂
値
及
び
占
む

べ
き
地
位
の
、
審
割
者
ε
な
る
の
で
あ
る
。

.

今
新
し
き
肚
會
的
総
合
が
成
立
す
る
矯
め
に
は
、
財
産
制
度
は
右
に
述

べ
し
が
如
く
に
政
造
さ
れ
ね
ば
な
ら
澱

が
、
併
し
夫
れ
が
持
纏
的
に
獲
達
し
得
る
爲
め
に
は
、
轍
育
拡
政
誼

さ
れ
ね
ば
な
ら
諏
。
今
日
で
は
藪
育
は
甚
だ

軽
視

さ
れ
て
居
る
。
而
し
て
真
庭
に
は
何
威

に
も
見
な

い
程
の
衝
突
が

一
般
に
行
な
は
れ
て
居
る
。
併
し
教
育
は

「



"

」

重
大
な
-る

一
の
肚
會
的
豫
見
の
牧
獲
、
重
大
な
る

}
の
政
治
的
機
能
の
目
的
物
こ
し
て
券

へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而

し
て
漱
育
は
二

つ
の
部
分
を
含
む

べ
き
で
め
る
。
其
の
一
は

一
般
的
或
は
道
徳
的
教
育

に
し
て
、
他
は
特
殊
的
或

は
職
業
的
敏
育
で
あ
る
。
前
者
ば
詭
激
及
び
懴
悔
を
俘
な
ひ
.
人
々
を
し
て
其
の
仕
事
を
愛
せ
し
め
、
吐
く
て
人

々
に
眞
ハの
自
由
を
確
保
せ
し
む
る
こ
ε
を
目
的

ご
す
る
。
而
し
て
後
者
は
職
業
を
決
足
し
、
各
人
を
し
て
共

の
能

力
を
充
分
に
獲
達
さ
せ
、
彼

に
最
ε
も
よ
く
適
す
る
地
位
を
占

め
し
む
る
爲
め
に
準
備
す

る
も
の
で
あ
る
。
省
ほ

新
し
き
肚
曾
的
総
合

の
獲
達

に
謝
し
て
、
立
法
の
改
造

も
亦
敏
育

の
改
造
ε
共
に
必
要
で
あ
る
。
法
律
は
よ
ろ
し

く
益

々
刑
法
的
性
質
を
失
な
ひ
、
只
進
歩
を
促
が
す
爲
め
に
の
み
制
定

さ
る
可
き
で
あ

る
。

さ
れ
ご
此
の
新
し
き
耐
食
的
総
合
の
最
高
の
権
威
に
レ
て
、
叉
最
根
本
的
基
礎
を
な
す
も

の
は
、
宗
教
で
あ
る
。
.

宗
敏
も
亦
世
紀
の
進
行
中
に
段

々
完
成
し
て
來
π
。
呪
物
激
、
多
神
教
、

一
神
激
は
相
綾
で
現
は
れ
た
。
併
し
人

類
は
更
に
新

し
き
、
最
こ
も
先
塋
な

る
宗
漱
を
要
す

る
。
去
れ
は

↓
切
の
人
間
的
観
念

の
総
合
で
あ
ら
ね
ば
な
ら

灘
。
実

れ
は
只
人
間
性
の

一
方
面
を
偏
重
し
て
、
他
の
方
面
を
犠
牲

に
す
る
も
の
で
あ

っ
て
は
な
ら

漁
。
將
來
の

肚
會
組
織
ば

か
＼
る
宗
激
を
基
礎
ε
し
、
又
最
高
の
椹
威
ε
し
て
確

立
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
の
で
、
夫
れ
は
政
治

的
組
織
で
め
る
ピ
同
時
に
、
宗
徴
的
組
織
で
あ
ら
ね
ば
な
ら

諏
。

然

る
に
基
督
教
は
か

、
る
宗
激
で
は
な

い
、
随
ふ
て
雁
来
の
糺肌
會
組
織

の
基
礎
E
な
る
こ
ε
は
出
來
る
い
。
基

督
激
は
物
質
を
呪
ひ
、
肉
を
盤
の
爲

め
に
、
産
業
を
帥
學
の
爲
め
に
犠
牲
に
し
て
居
る
。
基
督
激
は
二
元
ま
義

に

論

叢

サ
ン
、
シ
モ
ン
涯
の
肚
會
改
造
哲
理
及
び
連
帯
思
想
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基

い
て
立

て
ら

れ
だ

る
も

の
で
あ

る
。
併

し
新

し
き
宗

激
は

一
元
主
義
的

で
あ
ら

ね
ば
な
ら

ぬ
。
坤

は

一
で

み
る
。

神

は
存

在
す

る
総
て

め
る
。

総

て
は
紳

に
於
て
存

し
.
総

て
は
紳

に
よ
り

て
存

し
、
総

て
は
棘

で
あ

る
。

其

の
主

力
活
動
す

る
統

一
に
於

て
顕
現
す

る
神
、・
即
ち
無
限
な

普

遍
的

な
實
在
は

、
足

れ
無

限
な
普
遍
的

な
愛

に
し
て
、

其

の
愛

は
璽

窪
し

て
又
物
質

ε
し

て
の
二
方
面

、
或

は
容

智

ε
し
て
叉
力

ぜ
し
て
、
智
恵

ざ
し

て
天
美

ε
し
て

の

二
方

面

に
於
て
表
現
す

る
。

而
し

て
此

の
新

し
き
三

位

一
慌

は
、
肚
會

的
生
活

に
於

て

は
、
學
問

、
産

業
及
び

宗

激

の
三

位

】
禮

に
よ
り

て
現
は
れ

る
。
宗
漱

は
愛
が
嫉

ε
物
質

ε
を
結
合

す

る
が
如

く

に
、
産
業

ε
學
問

ε
を
結

合
す

る
の
で
あ

る
。

宗
漱

は
最

ε
も
藝
術
的
な
、
最

`
も
威

傷
的
な

、
最

ε
も
愛

の
強
烈
な

性
質
を
有
す

る
入

に
よ
り

て
指
導

さ

る

可

き
で
あ

る
。

而
し

て
か

、
る
人
は
最
高
司
祭

で
あ

る
で

め
ら
う
、
學
問

も
亦
産
業

も
、
同
様

に
各

々
長
者
を

有

す

る
で
め
ら
う

。
併
し
彼
等

は
共

に
最

高

司
祭

の
補
助

者
及

び
従
属

者

で
あ
る
で
あ
ら

う
。

最
高
司
祭

は
彼
等

の

各

々
に
共

の
地

位
及
び
仕

事
を
措

定
す

る
。
総

て
の
人

々
は
阯
會

の
公
吏

に
し
て
、
各

人

の
職
務
は
紳
聖

で
あ

る
。

今

日
で
は
法
律

は

一
の
神

秘
的
な
偶
像

、
紙

の

一
片

に

よ
り

て
表

は

さ
れ
た

る

]
の
抽

象
物

で
あ

る
が
、
將

來

の

瓢肌
會

に
於

て
は
最

高
司
祭
は
総

て
の
人

々
に
愛

さ
れ
る
生

き
た
法
律

で
あ
る
で

め
ら
う
。
其

の
求

一6

的

ε
遠
.心
的

ど
の
二
重

の
方
面

、
即

ち
自
愛

ξ
他

愛
ε

の
二
重

の
方

面

に
於

て
現

は
れ

る
愛
、
足
れ
即
ち
將

來

の
枇
會

の
位
階

制

の
基
礎

、
吾
人

が
自

か
ち

願
望

す

る
椹
威

ε
服
従

ε

の
根
本
理
由

で
み

る
。

主

こ
し

て
バ
サ
L

ル
の
手

に
な
れ

る

「
サ

ソ
、

シ
モ

ン
読
解
説
」

の
根
本
思
想
は
以

上
述

べ
し
が
如

き

も
の
で

あ

る
が
、
今
之
を

「生

産
者
」

σ
'根
本
思
想

ご
比
較
す

る
ε
、
吾
人
は
先

づ
其

の
哲
単

射
原
理

に
於
て
は
、
根
本

ビ

`



的

に
は
異
な

っ
て
み
な

い
が
、
併

し

}
層
詳

し
く
展

開

さ
れ

て
居

る

こ
ε
を
見

る
。
.更

に

「
生
産
者
」

に
あ
り

て

は
..
宗

撤
は
全
く
親

過

さ
れ
て
居

て
、
只
實
謹
哲
學

的

思
想

が
説

か
れ

て
居

る
だ
け

で
あ

る
が
、
本

書

に
於
て
は

崇
敬
は
哲

學
以
上

に
立

つ
も

の
ご
し

て
甚

だ
重
要
視

さ
れ

て
居

る
。
暴

れ
本
書

ざ

「
生
産

者
」

ε
の
間

に
存

す

る

最

も
著

し
き
差
異

で
あ
る
。
而
し

て
か

、
る
差
異

の

生
ぜ

る
は

、
.足

れ
前
節

に
述

べ
し
如

く
、

「
生
産
者

」
の
腰

別
後

、圭

ε
し
て

ア
ー
ぜ

ヌ
、
ロ
ド
リ
ギ

ユ
ス
の
努

力

ε
、
當
時

の
思
思

界

の
形

勢

の
影
響

ε
に

よ

り

て
、

サ

ン

シ
モ
ン
團
艘

の
中

に
、
大

に
崇
激

的
傾
向

が
獲
達

し

た
か
ら
で
あ

る
。
併
し
本
書

の
最

ε
も
著

し
き
特
徴

は
、
其

の
肚
會

脛
濟
的
思
想

に
於

て
凝
揮

さ
れ
て
居

る

の
で

、

サ

ソ
、

シ
モ
ン
涯
の
肚

會
脛
濟
的

思
想
は

、
本
書

に
於

て

大
成

さ
れ
確

立

さ
れ

て
居

る
ε
認

め
得
ら

れ
る
の
で

あ

る
。
而

し
て
後

の
肚

曾
思
想

の
獲

達

に
及

ぼ
せ

る
サ

ソ
、

シ
串ジ

派

の
影
響

は
、
圭

ε
し
て
本
書

の
思
想

に
基

い
て
居

る
の
で
、

さ
れ
ば

近
世

肚
會
哲
學
史

.
近

世
肚
會

思

想

史

の
著
作

に
於

て
.

サ
ン
、

シ
モ
γ
振

の
説

嬉
し

て
論
述

さ
れ
て
居

る
も

の
は

、

さ
き

に
も
述

べ
し
如

く
、
主

ざ
し
て
本

書

の
思
想

で
あ
る
。
吾

人
は
本

書

に
於

て

、

サ
ソ
、

シ
毛
ソ
の
思
想

が
始

め
て
肚
會

主
義

説

だ
し
て
謹

撰

さ
れ

て
居

る

こ
ε
を
見

る
の
で
あ
る
。

さ
れ
ば
愈

會
主
義

思
想

の
護
達
を
研
究
す

る
だ
け
の
目
的

に
て
、

サ

ン

シ

モ
ン
涯

の
思
想

を
研
究

す

る
に
於
て
は
、
本
書

の

思
想

を
研
究
す

れ
ば
そ
れ

で
充

分
で
あ
る

ご
思

ふ
が
、
併

し

余
は
本

論
丈

に
於

て
は
、
サ

ソ
、
シ
モ
ン
涙

の
思
想

の
獲
達

の
全
艦

に
於

て
、
砒

會
連
帯

思
想
が
如
何

に
獲
達

し

て

居

る
か
を
考
究
す

る
を
、

主
眼

こ
し
て
居

る
の
で

あ

る
か
ら

、
吏

に
本
書
出
版

後

に
於

て

サ
ン
、

シ

モ
ン
派

の
思

想

は
如

何

に
獲
達

し
、
文
典

の
中

に
肚
會

連
帯
思
想

は
如

何

に
展
開

さ
れ
て
居

る
か
を
調
ら

べ
て
見
た

い
ご
思

ふ

亀

の

で

あ

る
。

(
未

完

)
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